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傍 線 9 関 西 漁 区 野欝 連 絡 協 議 会 関 連 費 観

付録 針 1:連絡協議会 (平成 且9年 1月 且3勘 於 ウェスティン都ホテル京都)

開催の案内状 , 参加者 リス ト, 配布資料

付録 9-2:幹事校会議 (平成 19年 9月 3日, 於 京都大学)

開催の案内状,参加者 リス ト

付録 9-3:発起入校-の参加の呼びかけ文,趣意書 , 規約,申し合わせ

付録 9-4:授業評価ワークショップ (平成 20年 1月 12日, 於 立命館大学)

開催案内状,実施要領 , プログラム,参加校一覧,準備会メンバー



2006年 且0月 且9日

大学学長 殿

拝啓 貴学におかれましては､ますますご清栄のこととお慶び申し上げます｡

この度､関西地区の官爵連携を担う ｢関西 野EB連絡協議会｣(仮称)設立に向けて､主要

な国公私立大学の野D関係者が集 う準備会合を開催いたしたく､ご案内をさせていただきま

す｡

貴学のFD関係者がどのような部署に所属しておられるのか十分にわかりませんので､あ

えて学長宛に､この書簡を送らせていただきます｡失礼の段は､お許しください｡適切と

ご判断いただける方､あるいは部署に､ご転送いただければ､ありがたく存じます｡

すでにご承知のこととは存じますが､本年3月に大学院設置基準が改正され (来年 後月 且

日から施行)､第 且4条 3で ｢大学院はも当該大学院の授業及び研究指導の内容及び方法の

改善を図るための組織的な研修及び研究を実施するものとする｡｣とされました｡これを受

けて現在､中央教育審議会では､現行の大学設置基準におけるF諏｢努力義務｣規定から｢努

力｣ をはずして ｢義務｣規定に改正すべく､議論 ◎検討が進められています｡

比較的規模の大きな大学においてすら､学内のFEB要請に対して手持ちの人的資源だけで

対応することは､かならずLも容易ではありません｡まして比較的小規模な大学の場合に

は､欝E3義務化という新たな事態に直面して､きわめて厳しい困難に直面せざるをえません｡

しかし､たとえ個別大学では対応困難であるにしても､視野を地域全体に広げて､たとえ

ば 関 西 圏 全 体を見渡しますと､比較的潤沢な人的資源があることがわかります｡私どもは､

こ の 資 源 を 組織化して有効に利用し､新たな事態に備えたいと考えます｡

欝E3の地域連携と組織化という課題を見据えて､今回の準備会合では､それぞれの大学の

現状の報告､各大学のFEBに関する進捗状況の報告､連携の可能性､そして関西野E3連絡協

議会の設立の検討などをおこないたいと考えます｡

会合は下記の通り予定していますので､貴学の適切なFD関係者の参加をお願い申し上げ

ます｡参加 ◎不参加の返信葉書を同封致しておりますので､それに必要事項をご記入の上､

且且月 且0日頃までにご返信くださいますようお願い致します｡

日 時 200冒年且月 且3日 (土)五速:000且冒:00

*終了後は懇親会をおこないます｡申し訳ありませんが､実費を徴収さ

せていただきます｡

場 所 京都駅周辺のホテルの会議室 *後日､詳しいご案内を差し上げます
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読 題 1｡趣旨説明 (田中毎実)

2｡各大学センタ-等の野EBの現状と課題報告 (各大学関係者)

3｡今後の野D連絡協議会､組織化についての議論 (全体)

参 加 者 関西地区の主要な国公私立大学のFEB関係者望名ずつ (且名でもかまいませ

ん)

そ の 他 当日の出張手当等は､京都大学で負担させていただきます

この呼びかけにおきましては､関西地区の国立大学を代表して田中毎実が､公立大学を

代表して矢野裕俊が､私立大学を代表して囲月勝博が､発起人となっております｡宜しく

ご検討のほどを､お願い申し上げます｡

最後になりましたが､貴学の益々のご発展をお祈り申し上げます｡ 敬具

発起人 田中毎実 (京都大学高等教育研究開発推進センタ-長)

囲月勝博 (同志社大学教育開発センター所長)

矢野裕俊 (大阪市立大学大学教育研究センタ-副所長)
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｢関西地区FEB連絡協議会｣参加者のみなさん

己のたびは､関西地区『EB連絡協議会に参加申し込みいただき､ありがとうございます｡

おかげさまで､呼びかけた大学の大半に参加いただけることになりました｡参加者予定者

につきましては､添付した参加者リス恥をご覧ください｡

本連絡協議会は､2007年 且月旦3日午後 且4:00-且7:00まで､｢ウェスティン都ホテル京都｣

のコスモスホ-ル (申館3階)(堕睡://W唾 建)で開催します｡残念

ながら京都駅周辺では予約が取れませんでしたが､挽 山科から地下鉄東西線で蹴上下車

す母､という利便性もありますので､こちらにいたしました｡会議の開催される隣室で､

引き続いて､懇親会 (会費 5000円)を開きます｡懇親会ど欠席の場合は､あらかじめご

一報 ください｡

別便で､出張手続きに関連する書類などをお送りいたします｡所定の事項をご記入の上､

ざ返送 (ださいますよう､お願いします｡

会議では､まず､田中毎実 (京都大学)が趣旨を説明し､引き続いて､参加各校からFEB

の現状､課題､計画､連絡協議会への期待などについて､それぞれ5分程度で､お話しい

ただきます｡なお､∈机も添付しております ｢連絡協議会書式｣に､あらかじめ必要事項

を書き込みのうえ､ど返送 ください｡これをまとめて印刷し配布しておきますので､これ

に沿ってお話 しもヽただければ尊い漕す｡

たとえば京大で実施した 野田に関連する学内ヒアリングなどにも明らか で す が､ 今 田で

はど己の大学でも､立ち入って子細に見れば､さまざまなかたち で の 授 業 改 善 ､ カ リキ ュ

ラム改革､学生支援組織の充実などが､ざiど(日常的 に集 団 的 に な され ､ 積 み 上 げ られ

てきてもヽます｡己のような形での<教育する集団 の形 成 と充 実 > こそ が ､本 来 の FEBで す ｡

私たちは㌔それぞれの大学がすでに達成して い る この よ うな 日常 的 『EB諸 活 動 を 前 提 と

し等､∈机をお互いの力で補完しあうような､自律 的 で相 互 的 な 連 携 組 織 を 作 りた い と考

えても､ます｡己のように日常的 FEB活動としっか り と結 合 した連 携 活 動 に こそ ､ 実 質 的 な

意味や実効性が期待できるでしょう｡

しかし､欝EB義務化という法的な圧力の下では ､ と もす れ ば ､ 無 意 味 な 儀 礼 的 行 為 が 強

制されかねません｡たとえば､｢軒EBなるもの を 実 施 し た ｣ とす る ア リバ イ な い し証 拠 と

して､すっかり定型化L,儀礼化してしまった活 動 ( 講 演会､授業評価､公開授業など)が

無意味に展開されかねません｡

私たちは､自鎗たちの日常的 欝EB活動を意識 的 臣 覚 的 に取り出し㌔∈机を補完する感要

があれば適切な援助活動を組織し､援助活動 が 自 前 で す 労 に組織化できなければ､地域連

携によっ首∈机を補完したいと考えます｡関西 地 区 F E B 連 絡協議会を､このような相互的

な補完活動を実施するためのネッ紅ワ-タに し た い と 考 え て おります｡

なお､今回は､添付した参加者名簿に示され て い ま す よ う に ､ 関西地区の国立大学､公

立大学､それに若干の私立大学 (同志社大学 ､ 立 命 館 大 学 ､ 関 西 大学)だけが､集結しま
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ず｡いずれも､かなり研究的な色彩が強毛馬経営の困難さも相対的にみて低(､恵まれた

教商環境にある､自律性の高い太学習す｡まずは､∈れらの中核大学が､相互的連携の在

り方を模索 し､それが幾労なりと実現されるなら､将来は､関西地区の他の大学代も輪を

広げたい と考えぞおります｡
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田中毎実 (京都大学)

囲月勝博 (同志社大学)

矢野裕俊 (大阪市立大学)
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関西地区野田連絡協議会 参加者甚9鼠睦(敬称略)

蔓 氏名 毒 所属

術 東学 堀堅 堅整 ㈱ _東学教育経撃禦 蘭部長 農学部教授

東阪東学 蔓出撃 - - 東学教育実践堅 塁= --- -
秦 由美子 東学敏常葉盛唐沙撃-葦

和歌出来学 芸 宴 霊芝 - 堰 霧 器 撃 - -州 側

鯛 東学 - 正雄 董教堅- - - -
鈴木 康夫 経済学部教授葦

兵庫県重来学 曇天翌夢 明弘 董副学長屈総合教馳 沙撃-蛋

衆阪府壷東学 高橋 哲髄 撃 禦 横 側 的仙 郷細叫軸伽 柵納卿㈱恥側軸㈱ ㈱脚 ㈱ 軸㈱棚 ㈱

董出田 義免 総合教蘭研究機構

滋賀県童東学 蔓豊屋 荘容 量理事
i

関西学院東学 網堅 整 側 音禦 堅塁撃 墜 ㈱㈱ 愉㈱ ㈱… 卿帆棚 ㈱㈱ 脚
谷田 薫 -総合教蘭研究室接教蘭抜術主事

三=- 三 三 三 三 享

- -≠ 三 ㍉ …三 享十 千 十

東阪市立衆学 童粟野 裕俊 蔓東学敏蘭研究史返事-副所長

闘志駿東学 園腰 堅 濡 L-- -- -蔓出田 礼子 ー

慧 芸 歴 慧 慧 慧芸慧 芸≡悪 賢 --I- - --- -

伽堅 卿榔｣ 整撃撃璽研究開発獲遮奄S櫓 -恩撃墜 紳榊 柵㈱ ㈱松帯 佳㈹

::二 三 章二 寺 等㌢享子章葺き三三七十三-キ ヨ

塑型帆堅 榊側漣 嚢垂撃 禦 髪 埜 ≡ 堅 鵬 脚 側軸細 榔㈱

京都東学 溝豊 慎- 高等教蘭研究開発緒遮史S纏 -国助教授

清浄 博豊 高等教蘭研究開発臆遮麿診察-母鶴亭

林 創 .高等教育研究開発臆遺棄返事-雷教務補佐最

沖洲 触 卿軸遮 整撃撃 撃 撃 墜 蜘柵榊㈱㈱ 脚 ㈱ 蜘棚 鴨帽 康行

菊田 認 蔓学生部教務ダ飽-プ長府専m最

麻生 秀雄 -薬過敏蘭捲遮部共通教蘭臆遮課総務夢路-プ畏位専『『職員
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欝 経 営 霊 感 東 学 〆 教 育 霊 感 東 学 / 研 究 霊 感 東

軍 へ 二二 曇 ､･:-;I_I.

圏 経 営 的 合 理 性 も 教 育 的 合 理 性 旬 研 究 的 合 理 性 亀

組 織 的 合 理 憶 な & e⑳ 適 切 な 配 鎗
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:二二二 ~王 等 ∴ 二 二 .I::'T--

童 蔓 草 ヂ TIJ::･･;;:;誓言

圏 教 育 状況◎館散化 :熟潰 ⑳率鈎冷凍 肉塊

圏 熱 湯:学生釣変化､教育期待の高度化も少子化による経営

難 ､設置基準め努劫義務化

霧 散鼠碍二-窯は句存在するかd?

国 組織 的努 教習あるよ喝もも個泉的努 劫◎段階

題個Åあるにもは数Åがも執行部め指示を調達して､がんばる

-∴ ここ:-:ぎ三号 工,i:FT1票聖 霊.ttI'!:読

国組織調査､授業評価､公開授業､合宿研修､テ耳ツブス作成
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(7...T::T=-/･ニ了ヨ)

- 二 等 ご ;二宍 :革T.:･(I?-:-二 -:I,-, ,',.I::= 二ノ亨 …二 二'T玉 章 :;

国 教 蘭 学 研 究 科 (時 機 的 な 授 業 評 価 )

臨 太 閤 包環 境 学 研 究 科 (全 学 共 通 教 育 釣 魚 担 衆 )

㍗1 lIi-li芋 yT テpil-I:･;::働 .::ご つ :-::11√=.3.･;教 育 :･.I:･あ q:∵字1

∴ 童 等 芋 草 :5-:.=7.亨 工 :十 ､てキ ∴ :･.--:-ふ ミ':T.二言-N7-へ 千 言:浄書fi'lS;-;言 至芸

冨馴 面 騎 形 式 )

鶴 薬 学 研 究 科 (連 合 野 随も6年 制 問 題 )

ヒ 丁~1-㍗ / IL''磯 ∵ち 芙 ･手 芸 '::-::二-:二＼･二∴キ 真 ::･_i:.=',

･∴ ∴ 守 至言 -I::7･,士‥ミニキ ミミニテ千言 王 室 二＼草 .三 二･

霧 学 部 を 重 体 塵 す る 教 蘭 体 制

･･T L-.-∵:.::I-1'-:.I.圭 :∴章 圭 :-:/鷹 l'::､~言 二幸 ~､∵ ､::-で':'1.I-T'Ii:I:I:i..ミ烹 軍圭
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､､:-::.:･:h〕
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授 業 評 価 な ぎ )⑳ 承 認 守
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田教 育 学 研 究 科 碍 院 ゼ ミ弼 授 業 評 価

日東 学 院 生 駒 た め 鈎 教 育 実 践 講 座

殴 東 学 院 生 ◎ た め 鈎 敵 背 実 践 講 座

国 今 年 底 意 竃 に 望回 実 施

工 書_I:l章:∴;.･=･.･工 て:-I.1･:'-::三 工 ､ ･､工 ,:-･.ll'互:.･

l･･蔓'::A:it'.ば :･1-･1:i..:;.'L:t=.-.:･::I.:ir∴一言 ∵i'葦iL､､::L.?.:-･･.-I::･･

し∴ ::.::I:.:;;･::･-:Tl.':;.:-l'.i上守.';-滴 :- :..壷し･.･皇 十 二:･:::･-p早 昌∵㍉∴∵‥..::.二

豆L::::∵･ I:.1一

国参 効田者 に は 好 評 だ が も参 凝田者 少 数

-･鳶 ･王:/::.:‥:/･jI:tlI･.J:㌔::･::葦::要を

圏 組 織 的 魯体 系 的 な研 修 彰鼠テ息 鈎 構 築 鈎 感 要 性

-1‥′･.I;rj;ltl'..;''･:･:-'∴∴ ∴･∴三-二･

喜 甘 言∴(音 字 3 ∴∵忘 蒜 十 二 主 土 工 葦 ∴ 十 字

;I;=J='=</経三:≡,_ゝ∴′St.蛋.ぎlI=.‥=

‡型 Ⅲ型 15

(伝達講習.制度化型) (相互研修.自己組織化型)

参加動機 他動的 自発的

達成効果 啓蒙(浅く.一過的) 自己開発(深く.持続的)

組織化方式 全体-の呼びかけ容易 組織化の偏り

マニュアル化 可能で容易 不可能か困難

プログラム化 均質で構成可能 予見も構成も困難

操作と効率 操作可能で効率的 操作困難で非効率

他類型- Ⅲ型への移行も可能 Ⅰ型の指導者研修も可能

'千 >::I:-.I

上声 ::･:+:+:.･:∴ I,-i:./き害 ::;十 ':∴ ::-E-,-I;/･:-t=_:_I:I.臣･t:YII三号 十 ,

伝 達 講 習

(伝

十 l::.i了

夏 型 琵型
連講 習 一制度化型) (伝達講習ー自己組織化型)

遠野型 良∵ ≡主

互研修.制度化型) (相互研修.自己組織化型)
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幽 東 学 教 育 領 域 習 ⑳ 啓 蒙 を 前 進 さ せ た

F] ､つ ね に 自 覚 を 強 い ら れ た (概 算 要 求 な {:?I:I;'''酬 幣 ぎ｣

麹 個 鬼 的 鐙鰻 織 的 教 育 改 聾 ⑳ 努 劫 を 後 押 』 』 た

圏 改 革 ◎ 努 効 に 田 楽 を 与 え た

しこ_. し か し .､ 十 分 な 制 度 的 支 援 は 与 え !?I:4:.,れ :も油 ､LI:･･㌣::

因 結 果 と 』 竃 旬 た だ 文 書 主 義 な 暦 を 助 長 』 た

二_∴ -:妻 きき:.:_:優 キ キ _=~~~;:-I-喜二 十 =::"

(a)想定閤能な研修彰鼠テ豪を音凱 包竃みる

裾 研修シ:-IR:/LI:.長がP.､報賞t;･yL=:･･-､1㍍三滴 ;-圭㌢工場 蛸 に
す守だては ア̀

彊 支援体制葺摘 l酎 ヒ

- 個別東学♭武ル

ー 地域拠点♭璃ル

ー 会頭LJベ.特

電朝 3抄戚捗に合わせた制度化が必要

と宅に､個別♭菰捗と全国♭鵡捗とを媒介する｢地域♭戚ル ｣

が乗切である

瑚 数 蔑 め 二- t誉 tg';::

頗 L.:iI.:::チ:=''':3/こ:一埴 鎮壬I1-ti-;こ羊 -:-i:::-:.:.'I.'･工L/.lTI/I.:,･

し∴ -;:･-L--言 ;u;Ll/PFI:音 L亨十キJ､芸3

-京真玉学部､島根東学法文学部を参照

:+.工 ニ ー.､ご圭･:-+f､.鴇 登 轟 沈孟

-授業困難句経営危機､外部期待(法制化を含め雷)
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-授業評価碍年齢と◎逆相関

一枝術性と創造性碍相関

雷プ払研修 も初任者研修 句碑堅研修も璃テラ訟研修

-中等教育以予鈴♂ウ銅り鈎蓄積が有閑
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一困難者-戯対応

-対応鎗限度と組織碍許容性(敦鼠評価◎問題)
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開 院 国司

洋 三 :一㌦ベ .:;!･に 合 わ せ た 部 落 化

一 地 域 拠 点 』 璃 捗 の 支 援 体 制

‥1.I{･;亘罫 ,::::;:草 二-,チミ古 で 烹 対 .'.:I:'iI,:'で き ;I:-,:I::i/ I,､ F !'II･支
援 体 制 感電褒 め 転 観 る 0

--1--1蔓/7:言二軍 =･･:--,I:--;:二十 千 /:-:声帯 く繋 童 h:=き配.!二 た ま 葦
を/?':,Pf.た

め曹≡憶も地域 的 岡 露 髄 な ど が 求 め も観 る o

'｢式 喪 註烹-‡丁罵整 =Tざこ?･
･･-･キJt.7:<:丁喪応シス テ __∴ 崇 寺 .;:･TI憲 シ ス,テ ム

匿緊 急 夢≡亀制度的整 備 が 褒 め 転 鈍 る ｡

享 :-I:-:‡三 ≡ 二二喜 -iI_i･;;'手 章 垂 三 :_I:

中 竃 ぜも個別東学を超えた地域連携が盛宴か C?

昏個別東学のカの限界

8効率化省力化

ここ ど の よう宝鑑黒化をヨ請すか ?

母情報僻共有､共通のイ菰お卜(研修､研究会)

腰 組 織化薗感要条件は d?

包現存の体制で何ができるのか?

･=二.{l･.A;--シア長などと等志涼f-3::?

母どの程度広げるか?

aAとお金をど翰ように調達する?
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関西地区Fm連絡協議会幹事校各位

平成 且9年 8月 且1日

硝軒鴎;･-i,Sl～:-1='i-:lr･童薄嶺:･.+iiiJ;:3喪幹事横合言海.::_itL?縄薄1-:-':二項､し-A.:;:_≡

酷暑の日々が続きますが､お変わりなくご活躍のことと存じます｡

さて､先に実施 しました本連絡協議会のFDニ-ズ調査にご協力いただきまして､あり

がとうございます｡おかげさまで､この調査は､およそ6割程度の回収率があり､関西地

区の主要大学のおよそすべてからご回答をいただきました｡粗集計が終わり､本連絡協議

会の今後の活動について､およその方向が示されたものと考えております｡

この調査を受けまして､下記日程で､幹事校会議を開催 したいと存じます｡なにかとあ

わただしい時期ではあ りますA.S､今年度の活動ならびに来年度以降の活動にいついてご相

談したいと存じます ので､万障お繰 り合わせの上､各校少なくともおひとりは参加 いただ

きますよう､お願 いいた します｡

記

日時 :9月3日午後3:00-5:00 会議終了後､簡単な懇親会を行う｡

場所 :京都大学吉田キャンパス吉田南 且号館 且階会議室 (ここを参照)

議題 :且)ニ-ズ調査の概要報告と処理について

2)今年度の活動について

3)来年度以降の活動について

今回の幹事校会議には､すでに参加いただいている且3校の他に､あらたに京都産業大

数 大阪工業太乳 傍教大乳 龍谷大学に加わっていただきます｡

当田､参加者名簿を配布する予定でいますので､ご面倒ですが､ご出席の方のお名前㌔

御所属､連絡先 (電話､メールア ドレス)をご連絡いただきますようお願いいたします.

田中 毎実 (京都大学高等教育研究開発推進センタ-)

矢野 裕俊 (大阪市立大学)

山田 礼子 (同志社大学高等教育教授システム研究開発部門)
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平成頂9年 9月3日

関西地区『B連絡協議会幹事校会議 参為冒著す』最 終(順不同､敬称略)

東学名 氏名 所属

串声大学 衆谷 淳 東学教育経進機構 東学教育支援研究獲進室長､教授

東阪東学 出成 数明泰 盛美子 大学数育実践センタ-教授東学教育実践史診察- 渡教授

滋賀東学 神魁 傑 教育学部教授
鈴衆渡来 経済学部教授

兵庫県童東学 天野 明弘 副学長も総合教育史沙察-畏

衆阪府立東学 高橋 哲也 総合教育研究機構教授
出田養魚 総合教育研究機構教授

.滋賀県立東学 藍屋 正春 軍事

関西東学 池田勝彦 全学共通教蘭臆進機構 副機構長も化学生命豊学部教授

S**S 達富 洋三 教授法開発室展も教育学都 濃教授

SiS** 巻野 率j彦 東学教育開発健診嚢-事務部課長

東阪三業東学 石蒲 靖亭主 教務部教務課長

衆阪市壷東学 桑野 裕俊 東学教育研究健Sg⑳-副所長

闘志砥東学 定ヨ 孔子 敦蘭開発牽お察-所長

壷命館東学 沖 裕貴 敏学部 東学教蘭開発 拶支援奄沙撃- 教授浅野 昭魔 教学部 次長

鳥鼻 糞衆 教学部 数蘭開発支援課 課長

京都東学 田中 窺薬 高等教蘭研究開発獲進麿沙察-長句教授

大濠 蕊や 高等教蘭研究開発施進恕沙昏- 教授

総軍 佳代 高等教蘭研究開発臆達磨Sg察- 教授

溝患 懐- 高等教育研究開発推進健お撃- 凝教授

重患 吉真書 教蘭緒遮部長

彦坂 伸- 教育獲遮部 教務企画課長

王手こ 荘駕 教育獲進部 教務企画課 教務夢路-雷長句専門職鼠
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i=-I::i,I:.I."1:十 十工∴ -!.,･,:工主､王室1.I..1･:.:..::･:ii三;･t.:-:I._:..･十 ､∴参:宥･I.'l...:-.:-.:音 ∴

拝啓 深秋の候満開西 野EB連絡協議会のために田頃よりご協力いただき､まことにありが

とうございます｡

野馳に関する地域連携-の要望は句先に私どもの実施いたしま した ｢欝E3ニ-ズ調査｣に

よりましても淘きわめて高いことが認められました｡さらに淘中央教育審議会大学制度部

会報告 (『学丑課程教育の再構築』)におきましても､欝EBの地域連携の必要性が高く富匪

われています｡私どもの関西地区 野馳連絡協議会設立の試みは句全国に先駆けてこのよう

な要望に応える先進的かつ実質的な試みであると､強く自負しています｡

さて淘このたび淘京都大学淘大阪市立大学､同志社大学､立命館大学の間で協議いたし

まして馬別添のような ｢関西地区 野33連絡協議会規約 (塞)｣滝 ｢申し合わせ (塞)｣～

｢関西地区 欝EB連絡協議会設立趣意書 (莱)｣を作成も､たしました｡これに基づいても平

成 望0年 5月には句京都大学で関西地区野田連絡協議会設立総会を開催したむ満と考えており

ます｡

三のうち趣意書についてはb関西地区 野馳連絡協議会発起人校の呼びかけという形で､

関西地区の全関連機関にお送 りする予定です｡つきましては鴇これ らの趣意書 (莱)､規

約 (塞)､申し合わせ (莱)などの大要に賛同も､ただき淘発起人校に爵学のお名前を加え

ることをお許しいただけませんでしょうか｡発起人校に加わっていただきましたらb来年

の総会までの間も滝これらの案などに関する議論に参加いただくことになりますが勺この

点もbよろしくお願いします｡

貴学の名前を加えることにご賛同いただける場合には､その由淘同封のはがきでお知ら

せくださいますようお願い申し患げます｡ 敬具

田中 毎実 (京都大学)

矢野 裕俊 (大阪市立大学)

山田 礼子 (同志社大学)

浅野 昭人 (立命館大学)
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開園地区閑3連絡協議会設立趣意書 藍案∋

我が国の高等教育機関における教育改革-の要請は､内外ともに高まってきています｡

これに符節を合わせて､大学院設置基準､大学設置基準等で､欝E3の義務化が制度化され

ました｡このような状況のもと､それぞれの大学および短期大学は､それぞれのローカリ

ティに即した日常的教育改善の努力を積み上げてきています｡これを前提として今 田求め

られているのは､これらの日常的努力を意識的 ◎組織的に遂行することであると思われま

す｡

しかし､社会からの教育期待が高まるなか､新たに入学してくる学生の勉学-の姿勢な

どには大きな変化がみられ､しかもそれぞれの教育機関は少子化､財政の逼迫などによる

深刻な経営問題などにも直面しています｡このように問題が山積するなかで､それぞれの

大学が単独で担 うことのできる教育改革の努力には､あきらかな限界があります｡教育改

革においては諸大学 ◎短期大学の間の連携こそが､求められる▲のです｡中央教育審議会大

学制度部会報告 (『学士課程教育の再構築』)におきましても､高等教育改革においては､

それぞれの教育機関の競争による個性化に加えて､地域連携の必要性が､強く謳われてい

ます｡

私たちはこのような情勢を受けて､全国に先駆けて､平成 且9年 且月以降､関西地区野EB

連絡協議会の設立準備のための会合と事前事業を実施 してきました｡且月 且3日にはウェス

ティン都ホテルで準備会を発足させ､冒月から9月にかけて関西一円の大学 ◎短期大学を

対象とする野E3ニーズ調査を実施 し､9月 望冒馴こは京都大学でその結果報告 を か ね た 打 ち

合わせを行い､協議会の規約などを立案 ⑳検討するとともに､平成 望0 年 且月 且望 田 に は 立

命館大学で大学授業評価に関するワークショップを開催い た し ま す ｡ こ れ ら の 事 前 準 備 を

経て､平成 望0年度 5月には京都大学で開西地区野馳 連 絡 協 議 会 総 会 を 開 催 す る 予 定 に な っ

ております｡

添付いたしました ｢関西地区 野EB連絡協議会規約 (秦 ) ｣ に あ り ま す よ う に ､ 本 協 議 会

は､総会で参加校から選出される幹事校を中心に運営されます が ､実 際 の 活 動 の 中 核 と な

るのは､代表幹事校のもとにおかれる事務局､そしてこれも同時に添付しております ｢申

し合わせ｣に基づく趨つのワ-キンググル-プです｡これらのグループが､そのつどの必

要性と需要に応 じて適切な企画を立案 し実施 します｡運営の基金としては､2万円程度の

会費､イベント-の参加料､文部科学省の新規の 鎧p-の応募などを考えています｡みな

さま方のご協力を得て､実効性のある組織を築いていきたいと考えています｡

なにとぞ関西地区 欝EB連絡協議会発足総会にご参加いただきますよう､お願い申し上げ

ます｡なおもご参加いただける場合には､同封の返信はがきに所定の事項をご記Aの上､

返信くださいますよう､お願いいたします｡

関西地区野EB連絡協議会発起入校一同 (五十音順)
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｢関西地区FD連絡協議会｣規約 (修正案)

平成 年 月 冒

関西地区FD連絡協議会総会決定

第 且章 総 則

(名 称)

第 1条 この協議会は､関西地区Fm連絡協議会 (以下 ｢協議会｣とい う ｡ )と称する｡

(目 的)

第2条 協議会は､関西地区の大学及び短期大学 (以下 ｢大学等｣とい う ｡ )が連携して､

教育改善 ◎Fm (プアカルテイ ◎ディベロップメント)を推進することを目的とする｡

(活 動)

第 3条 協議会は､前条の目的を達成するため､次の活動を行 う｡

①情報の交換 ◎共有に関すること

②相互研修に関すること

③その他協議会の目的を達成するために必要な活動に関すること

第2章 会員校

(会員校)

第4条 関西地区の大学等で協議会の目的に賛同するときは､協議会の会員校になること

ができる｡

2 協議会-入会するときは､幹事会に所定の届出を行い､承認を得なければならない｡

3 協議会を退会するときは､協議会の事務局に届け出なければならないO

(会 費)

第5条 会員校は､協議会の定めるところにより､毎年会費を納めなければならない｡

第3車 線 織

(総 会)

第6条 協議会は､原則として毎年 1回総会を開催する｡

2 総会は､全会員校をもって構成する｡

3 各会員校は､当該会員校を代表して総会に出席する者 1名をあらかじめ登録しなけれ

ばならない｡但し､会員校に所属する他の者が､あらかじめ登録した者を代理し､又は

総会に陪席することを妨げない｡

4 総会は､次の事項を審議する｡

(丑 会費に関すること

② 年度ごとの活動方針､活動報告に関すること (予算､決算報告を含む)

③ 代表幹事校､幹事校及び監査役の選出に関すること

④ 規約の改正に関すること

⑤ その他重要な事項

5 前項に定めるもののほか､総会の議事の運営に関し必要な事項は､総会で定める｡
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6 総会は､会員校の半数以上が出席 しなければ､開会することができない｡

7 総会の議事は､出席の会員校の過半数をもって決 し､可否同数の時は､議長校が決す

る｡

(代表幹事校及び幹事校)

第 7条 協議会に代表幹事校 1校及び幹事校 16校を置 く｡

2 代表幹事校及び幹事校は､会員校の中から､総会での互選により選出する｡

3 代表幹事校は､総会及び幹事会を招集 し､議長校 となるC.

(幹事会)

第 8条 協議会に幹事会を置き､代表幹事校及び全幹事校で構成する0

2 代表幹事校を補佐するため､幹事会での互選により､ 5校以内の常任幹事校を選出す

る｡

3 代表幹事校及び常任幹事校の任期は4年 とし､その他の幹事の任期は2年 とする.,た

だし､いずれも再任を妨げないC,

4 幹事会は､次の事項を審議するO

① 常任幹事校の選出に関すること

② 協議会の活動に係る企画立案に関すること

③ 協議会-の入会及び退会に関すること

④ 総会の議案に関すること

⑤ 協議会の運営に関すること

⑥ その他重要な事項であって､緊急に決定を要すること

5 幹事会が前項第 6号の規定による決定をした場合には､総会その他の方法により､会

員校に速やかに報告 し､承認 を受けなければならない｡

6 幹事会は､必要 と認めるときは､幹事校以外の会員校又は者を出席 させて､説明文は

意見を聴 くことができる｡

7 幹事会の運営については､この規約に定めるもののほか､幹事会で別に定める.

(監査役)

第 9条 協議会に監査役 2校を置 くC,

2 監査役は､会員校の甲から､総会での互選により選出し､会計を監査するrj

3 監査役の任期は､2年 とする｡

(ワーキング ◎グループ)

第 9条 協議会の業務を遂行するため､ワーキング ⑳グルー プ を組織することができる｡

2 ワーキング ◎グループの組織､運営等については､幹事会で別に定めろ.

(事務局)

第10条 協議会の事務局は､代表幹事校及び常任幹事校のいずれかに置 く｡
2 代表幹事校及び常任幹事校は協力 して事務局の運営にあたる｡

附 則

且 この規約は､ 2007年⑳月⑳ 日から施行する｡

2 この規約の施行後最初の代表幹事校､常任幹事校､幹事校及び監査役の任期は､総会

で別途定める｡

3 初回の総会で代表幹事校が選出されるまでの間､⑳⑳大学が議長校を代行する｡
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｢関西地区FD連絡協議会 ワ-キング ⑳グル-プ｣ 申合せ (塞)

平成〇年〇月〇日幹事会決定

第 且 協議会の目的を達成するため､次のワ-キング ◎グル-プを置く｡

(丑FD企画実践グループ

②FD評価グル-プ

③学生 ◎学習支援グル- プ

④情報集約グル-プ

第2 ワーキング ◎グループは､協議会を構成する会員校その他の大学等で組織するもの

とし､責任校を定める｡

第 3 各ワーキング ◎グループの事務は､協議会の事務局 と連携 しつつ､責任校が行 う｡

第4 この申合せは､2007年⑳月⑳ 目から実施する｡
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平成 且9年 且丑月 且6日

各 位

関西地区 野E3連絡協議会 ｢授業評価 汐- 夕か ヨッブ｣開催のお知らせ

拝啓

紅葉の候､ますます御健勝のこととお喜び申し上げます｡

このたび､来年度に関西地区 野E3連絡協議会を正式に発足させるに先立ちまして､

プレイベン トとして､授業評価ワークショップを､以下の通 り開催いたしますので､

お知らせいたします｡

今夏には､皆様に 野EBニーズの実態調査にご協力いただきましたがもその際､授業

評価のあり方や活周方法について研修機会をもっこと-の要望が多くの大学から寄せ

られました｡これを受け､各大学で現在実施 している授業評価の情報を交換 し相互に

研修する場として､授業評価ワークショップを企画するに至った次第です｡詳 しくは

同封のプログラムを ご 参照ください｡

参加をご希望の場 合 は ､ 事前アンケー トにご記入のうえ､同封の返信用封筒にて､

平成 且9年 乱望月 且冒日 (月 ) (当日消印有効)までに､お申し込みください｡なお,参

加をご希望でない場合 も , 差 し支えなければ,事前アンケー トにご記入のうえ,ご返

送いただければ幸いです｡

なお､会場の収容能力の都 合 上､参加希望者が 60名を超えた場合には､事前アンケ

ー トのご回答にもとづき､参 加 人数を制限させていただかざるをえません｡誠に申し

訳ありませんが､あらかじめご 了 承 くださいますようお願いいたします｡またこうし

た制約があるため､原則 として 各 大学一名様のご参加 とさせていただきます｡二名以

上の参加をご希望の場合は､下記 の連絡先までご相談ください｡

皆様のご参加をお待ち申し上げてお ります｡

敬具

記

時

場

費

篠

田

会

会

童

二,二:i-i二二It::二:~‥ -A-; 二:二二二-二･It-三二
立命館大学衣笠キャンパス敬学館 且野

4000円 (昼食代､情報交換会費込み)

関西地区欝E3連絡協議会準備会

なお､閑西地区 野EB連絡協議会につきましては､来年 4月頃の正式の発足､総会開

催をめざして､現在､発起人校の間で規約などを検討中です｡いずれ正式参加-のお

誘いの手紙をお送 りいたしますので､よろしくお願い申し上げます｡

関西地区欝E3連絡協議会準備会

田中 毎実 (京都大学) 矢野 裕俊 (大阪市立大学)

山田 礼子 (同志社大学)浅野 昭人 (立命館大学)
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実施要領

*田 時

*墓 場

*墓 健
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関西地区陪臣連絡協議会

*連 絡 事 項
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プログラム

進行役 :矢野 裕俊 (大阪市立大学)

9時40分～ 受 付

且0時00分～ 開会挨拶&趣旨 ◎プログラムの説明

同志社大学 囲月 勝博

10時 10分～ ミニ講義 1:｢授業評価の考え方｣

儒教大学 原 清治

10時30分～

且且時30分～

且2時00分～

且3時 且0分～

グループ討論 :｢私の大学の授業評価一現状と課題｣

ミニ講義2:｢授業評価の分析と解釈｣

京都大学 大塚 雄作

ランチと自由討論

ミニ講義3:｢授業評価-アメリカの事例｣

メディア教育開発センター 田口 真奈

ミ ニ講義4:｢授業評価の活用｣

神戸大学 米谷 淳

[休憩]
且4時 00分～ グル-プ討論 :｢授業評価の分析と活用｣

[休憩]
且5時30分～ プレゼンテーション :｢私の大学の授業評価一改善に向けて｣

指定討論

立命館大学 木野 茂

全体討論

且7時 30分～ 閉会挨拶

京都大学 田中 毎実

閉会式終了後 情報交換会 (且8時30分まで)
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藍野東学 教授

逸事m東学 教授

来阪医科東学 息斡整

衆阪薫英敦子短期東学 教授

∴㌻手玉圭二∴十㌧ 事務職魔

東阪霊業東学 教授

来阪国際東学 ++～+

来阪威嬢東学 教授

衆阪激闘科学東学 教授

衆阪厨壷東学 圭笹窯

東阪薬科東学 教授

喜㍉辛苦十∵十十∴∴/ 准教授

関西外国語東学 教授

関西東学 事務職農

京都外国語東学 潅教授

京都外国語短期東学 辛苦専

京都学園東学 教授

京都橘東学 草生喜三言

字音+-∴∴十十∴∵十十 教授

二五十∴∴十二∴/ 教授圏事務職農

京都文教東学 ㌣二幸

京都文教短期東学 潅教授

京都薬科東学 教授

近畿東学藍霊泉語 教授

神野海星敦子学院東学 漬甘草

神野国際東学 素読肯き

神国帯看護東学 教授

神野松蔭敦子学院東学 教授

神野常磐東学 潅教授

神野東予短期東学 教授

堺敦子短期東学 教授

凌駕県壷東学 教授

滋賀東予短期東学 濃教授

激袈東学 教授

闘天蓋尊国際仏教東学 寺音字

順G鮎会看護医療東学 教授

摂南東学 教授

相愛東学 教授

園田学園敦子東学 准教授

帝塚幽学院東学 教授

蒋塚幽東学 キ享÷

∵予十字 教授

闘志砥東学 ÷詰章

長浜♂電球替東学 教授

÷喜∴∵十十 教授

窯工∴十十十 講師

傍+++ 辛キナ

武庫虜骨層敦子東学 教授

桃幽学院東学 事務職農

壷命館東学摘漉き 教授国.事務職最

幸二∴圭 教授

一一∠二二:一･



閣西地区FD連絡協議会 準備会

田中 轟実 京都大学 高等教育研究開発推進センタ- 準備全般
衆塚 雄摩 京都大学 高等教育研究問責獲造センタ- 準備ウミニ講義
松滞 佳代 京都大学 高等教育研究開発推進センタ- 準備

溝皇 慎- 京都大学 高等教育研究開発推進健Sg嚢- 準備全般雷撮影
酒井 博盈 京都東学 高等教育研究開発経進恕SC嚢- 準備扮撮影
林 創 京都大学 高等教育研究開発推進麿沙撃- 準備全般昏撮影
中村 汐衣 京都大学 高等教育研究開発韓遷センタ- 準備全般窃撮影昏受付

豊農 期専 京都東学 教育獲進部 準備
彦坂 伸- 京都東学 教育推進部 準備

野田 照徳 京都東学 教育獲達郎 準備
未鷹 志幌 京都東学 教育獲遊郭 準備鞍受付
浅野 昭Å 立命館大学 教学部 準備
藤井 薫蒸 立命館大学 敦学部 準備全般

柴野 裕俊 大阪市立大学 東学教育研究センタ- 進行
薗粛~勝機 同志社東学 文学部 開会挨拶

原 清治 儒教東学 教蘭学部 ミニ講義
琵= 真奈 メディア教育講究センタ- 慧三講義

米審 淳 神戸東学 東学教育経遮機構 蓋ニ講義
衆野 茂 立命館東学 東学教育開発'宙支援健沙撃- 指定討論
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